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概要
　平成 21 年度「高岡みやげ」開発計画に於いて、高岡
の位置づけを、高岡に立ち寄ることで、
癒すこと＝「＆高岡」
と定義した。
　名所「雨晴海岸」に降り立つことで体験出来る唯一無二
の空気感をブランド化し「癒しの街」としての定着を目指
すことを提言した。これに基づき平成22年度はこの「雨晴」
のブランドコンセプトをより明確に具現化する方法論とし
て、５つのキーワードと、そのワードから創出できる新製
品「みやげ開発方法」の事例を菓子開発にて行った。
とおくを想う
　とおくを意識することで、目先のことに追われる日常から
切り離され、自分の中の感覚や思考が大きく変化する体験
をしたことは誰もがあるのではないだろうか。「とおく」と
いう言葉は、物理的な距離を示しながら、時間の経過や、
実際には目に見えないモノの背景などをも意味する。
　このプロジェクトでは、高岡市が、今目の前にあるもの
を楽しむと同時に、その場所やモノがすごしてきた時間も
楽しむ装置（舞台）と成ることを提案する。
　この舞台の中心となるのが雨晴海岸である。湾越しに連
峰を眺める壮大な風景は日本にただひとつ。普段の生活で
は意識したことがないような遠景に目を向けることは、遥か
な空間と時間を自分の中に受け容れる特別な体験と成る。
高岡ゆかりの万葉の歌人大伴家持が、海岸を眺め、私た
ちが思いを重ねることができる歌を詠んでいる。
渋谿の　崎の荒磯に　寄する波　いやしくしくに
古（いにしへ）思ほゆ
現代訳　渋谷の崎（現雨晴海岸）の荒磯に、寄せる波の
ように、なおもしきりに、昔が思われる
　同様に、400 年前に鋳物職人たちが金音を響かせた金
屋町をはじめとする各所に、今も古の面影を見、気配を感
じることができるのは、今時の様相に変化をとげなかった
高岡だからではないだろうか。
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　ブランドコンセプト「とおくを想う」をより深く理解するた
めの、５つのキーワードを設定。キーワードに基づき、高
岡についての描写を試みた。
【見立てる】
　「見立て」とは、例えば小さな庭につくられた枯山水をみ
て、大海原や宇宙にさえ感じる、または有名な古典の名所
を訪れたかの様に楽しむこと。旅は先人の教養や、機知に
富む遊び心で作られた「見立て」を体験する貴重な機会だ。
　　　　　
・瑞龍寺
　瑞龍寺本道仏殿の釈迦、文殊、普賢の三尊本尊の背後
の壁は、大変珍しいことに板目が横に使われている。極楽
の雲に見立てているという。それに気がつくとたちまち空間
は変化し、寺に入ったはずの私たちは雲上にて本尊に遭遇
することができる。
【詠む】
　詠むとは和歌や短歌などを作る、という意味だけでなく、
さとること、先の手を考えること、数を数えること、等も「詠
む」と表記する。歌を詠む行為はそれらに複雑にかかわっ
ているのかもしれない。
　　　　　　
・万葉の歌
　高岡ゆかりの万葉の歌人大伴家持が残した歌は、時代
を超えて私たちの心に響く。
渋谿の　崎の荒磯に　寄する波
いやしくしくに　古（いにしえ）思ほゆ
渋谿の崎（現雨晴海岸）の荒磯に、寄せる波のようになお
もしきりに、昔が思われる。
【耳をすます】
　鐘の音には「カン・オツ・モン」の三つの音程と波長を
表す言葉があるという。高岡には、江戸時代、大阪河内丹
南からきた鋳物師たちがつたえた鋳造の技が継承され、形
や色、音をつくりだしてきた。梵鐘においては、日本一の
生産地である。
・金屋町
　江戸時代、鋳物師たちが活躍した金屋町。その街並には、
ところどころに金属製の石畳が埋め込まれている。この金
属の石畳は、高岡在住の金属作家畠山耕治氏が美術表現
した空間作品の一部である。靴音の響きの違いに耳をすま
し、現代の作家の感性と歴史ある建物がつくりだす美しい
街並を楽しみたい。
【頬笑む】
　シンプルに本質をつく。その上で、少し客観的にものごと
をとらえ、やわらかく相手に伝える。そうすることで、うまく
伝わり、花の蕾が早春にゆるむように、ふと空気がほどけ
る時、豊かな気持ちが生む上質なコミュニケーションとなる。
・干菓子「雨晴」
　自然の小さなドラマを切り取って、持ち帰ってもらう高岡
みやげ。それぞれの場面をユーモアを持って解釈し、菓子
とパッケージの意匠とした。
　雨晴海岸での体験を持ち帰り、待ち人にみやげを手渡す
とき、または包装を解くとき、ふと頬がゆるむ時間をすごし
てほしい。
【待つ】
　結論がすぐにある。誰でも同じ意味に理解できる。それ
に慣れてしまうことは、複雑さや多様性を楽しむ機会を失う
ことでもある。待つこと、即ち、じっくりとかみしめて何か
を得るために時間を過ごすことは、なによりも贅沢なひと時
だと思い出したい。
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・雨晴海岸
　高岡から氷見線に乗ると途中で現れる雨晴海岸からは、天
候によっては、対岸に3000 ⅿ級の立山連峰を望むことがで
きる。大伴家持も源義経も晴れるのを待ったという場所で想
いを重ねてみる。雨が晴れることを願い、日本に一つしかな
い勇壮な景色を想像し「待つ」という行為を堪能したい。
Amaharashi Product vol.1
干菓子  雨晴
旅が終わり、旅人はみやげを買う。
「とおくを想う」。
高岡での特別な体験をひとに伝え、
自分の記憶にとどめるためにも
高岡の風景や時間をとじこめたみやげを選びたい。
「見立てる」「詠む」「耳をすます」
「頬笑む」「待つ」
高岡の体験を表現する５つの要素で構成された干菓子。
「雨晴海岸にて連峰を待つ間に降り始めた小雨」、に見立てられたごまが
並ぶ。
雨の雫を意匠にした菓子。ひとかけらずつ食べすすむと青空が見える。
待ちわびた後、漸く立山連峰の絶景が見えた時の驚きと喜びの気持を意匠
にした。
遠景の立山連峰を思わせるやらかい紫とグリーンの菓子
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ロゴ
高岡の名所、雨晴海岸。
雨と晴、よく知る言葉でありながら、となり合わせに配置さ
れることで、自然が起こす小さなドラマの舞台を想像させる。
また、天候とともに暮らしていた日々が、いかに変化に富み、
豊かであったかを私たちに知らせてくれる。
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高岡みやげデザインプロジェクト
2010/03/14
統一のコンセプトで束ねる
↓
高岡ブランドをつくる
高岡コンセプトワード
とおくを 想う
とおくを意識することで、目先のことに追われる日常から
切り離され、自分の中の感覚や思考が大きく変化する体
験をしたことは誰もがあるのではないでしょうか。「とおく」
という言葉は、物理的な距離を示しながら、時間の経過や、
実際には目に見えないモノの背景などをも意味します。
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今回の提案では、この舞台の中心を雨晴海岸とします。
湾越しに連峰を眺める壮大な風景は日本にただひとつ。
普段の生活では意識したことがないような遠景に目をむけ
ることは、遥かな空間と時間を自分の中に受け容れる特
別な体験となります。
万葉の時代に大伴家持が海岸を眺め歌をよんでいます。
渋谿の　崎の荒磯に　寄する波　いやしくしくに
古（いにしへ）思ほゆ
象徴的な体験を
雨晴庵（参考イメージ）
干菓子「雨晴」
まてどもまてども、本日みえず
ぽつ、ぽつ、雨はじめ
くもはれて、連峰あらわる
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プロジェクト取り組みイメージ
1、高岡市内を研究
多くの「資産」を再発見。歴史、風土、人、文化。
2、束ねていくもの「コンセプト」を開発
3、コンセプトにふさわしい街づくりを研究
建物、観光誘致、食、宿、みやげ←ブランドづくり
（言葉、デザインなど）
4、時間のかかる建築などから着手
5、観光案内、みやげ（菓子など）開発
このプロジェクトでは、高岡市が、今目の前にあるものを
楽しむ、と同時にその場所やモノがすごしてきた時間も楽
しむ装置（舞台）となり、そこでの体験をおみやげとして
訪れたひとにもちかえってもらうことを提案します。
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「おいしい和菓子を喜んで召し上がって頂く」
500 年 の歴史
一瞬も
　　一生も
　　　　美しく
